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○建築基準法（昭和２５年法律第２０１号） 抜粋 

（敷地等と道路との関係） 

第四十三条 建築物の敷地は、道路（次に掲げるものを除く。第四十四条第一項を除き、以下同じ。）

に二メートル以上接しなければならない。ただし、その敷地の周囲に広い空地を有する建築物その

他の国土交通省令で定める基準に適合する建築物で、特定行政庁が交通上、安全上、防火上及び衛

生上支障がないと認めて建築審査会の同意を得て許可したものについては、この限りでない。 

一 自動車のみの交通の用に供する道路 

二 高架の道路その他の道路であつて自動車の沿道への出入りができない構造のものとして政令で

定める基準に該当するもの（第四十四条第一項第三号において「特定高架道路等」という。）で、

地区計画の区域（地区整備計画が定められている区域のうち都市計画法第十二条の十一の規定に

より建築物その他の工作物の敷地として併せて利用すべき区域として定められている区域に限る。

同号において同じ。）内のもの 

２ （略） 

 

第五章 建築審査会 

（建築審査会） 

第七十八条 この法律に規定する同意及び第九十四条第一項前段の審査請求に対する裁決についての

議決を行わせるとともに、特定行政庁の諮問に応じて、この法律の施行に関する重要事項を調査審

議させるために、建築主事を置く市町村及び都道府県に、建築審査会を置く。 

２ 建築審査会は、前項に規定する事務を行う外、この法律の施行に関する事項について、関係行政

機関に対し建議することができる。 

（建築審査会の組織） 

第七十九条 建築審査会は、委員五人以上をもつて組織する。 

２ 委員は、法律、経済、建築、都市計画、公衆衛生又は行政に関しすぐれた経験と知識を有し、公

共の福祉に関し公正な判断をすることができる者のうちから、市町村長又は都道府県知事が任命す

る。 

 

 

○建築基準法施行規則（昭和２５年建設省令第４０号） 抜粋 

（敷地と道路との関係の特例の基準） 

第十条の二の二 法第四十三条第一項ただし書の国土交通省令で定める基準は、次の各号のいずれか

に掲げるものとする。 

一 その敷地の周囲に公園、緑地、広場等広い空地を有すること。 

二 その敷地が農道その他これに類する公共の用に供する道（幅員四メートル以上のものに限る。）

に二メートル以上接すること。 

三 その敷地が、その建築物の用途、規模、位置及び構造に応じ、避難及び通行の安全等の目的を

達するために十分な幅員を有する通路であつて、道路に通ずるものに有効に接すること。  

 

 


